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上
里
議
員　

公
立
久
米
島
病
院

や
自
然
文
化
セ
ン
タ
ー
に
行
く

通
り
の
街
路
樹
は
、
平
成
十
一

年
に
植
樹
さ
れ
、
度
重
な
る
台

風
に
よ
り
痛
め
つ
け
ら

れ
て
、
枯
れ
株
が
多

く
、
見
苦
し
い
状
況
で

あ
る
。

　

こ
の
件
に
関
し
て

は
、
平
成
十
六
年
の
十

二
月
定
例
議
会
で
も
質

問
を
し
、
樹
種
等
を
含

め
て
、
再
整
備
が
可
能

か
県
及
び
関
係
課
と
協

議
を
し
て
整
備
し
て
行

き
た
い
と
答
弁
、
今
後

の
再
整
備
計
画
は
。

平
良
町
長　

久
米
島
病

院
線
及
び
自
然
文
化
セ

ン
タ
ー
線
の
街
路
樹
の

殆
ど
が
枯
死
及
び
生
育

不
良
の
状
態
で
あ
り
、

見
苦
し
い
状
況
に
あ
る
の
は
ご

質
問
の
通
り
で
あ
る
。

　

今
後
樹
種
選
定
を
含
め
、
再

整
備
に
向
け
検
討
。

上
里
議
員　

前
回
と
変
わ
ら
な

い
答
弁
で
あ
り
、
そ
う
い
う
状

態
を
最
初
か
ら
わ
か
っ
て
い
な

が
ら
整
備
し
な
い
の
は
、
怠
慢

で
は
な
い
の
か
。
課
長
は
今
後

樹
種
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
が

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
や
る
と

い
う
答
弁
を
し
て
い
る
。

Ұɹൠɹ࣭ ɹҰɹൠɹ࣭ ɹҰɹൠɹ࣭ ɹ
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上里総功議員

街路樹整備について

樹種選定を含め、再整備に向け検討

公立久米島病院通り
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内
間
議
員　

町
が
建
設
し
た
道

路
工
事
仲
泊
八
号
線
阿
里
地
区

歩
道
に
不
祥
事
が
生
じ
、
地
域

住
民
は
大
変
迷
惑
を
被
っ
て
い

る
。
町
は
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

平
良
町
長　

公
共
施
設
工
事
の

補
償
に
つ
い
て
、
現
場
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
で
こ

ぼ
こ
が
見
受
け
ら
れ
、
原
因
は

歩
道
に
隣
接
し
た
土
地
へ
住
宅

建
設
で
工
事
用
車
両
の
出
入
り

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
確
か
な
原
因
究
明
は
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
歩
道

を
使
用
す
る
場
合
、
使
用
者
に

充
分
な
指
導
を
し
な
が
ら
道
路

管
理
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

内
間
議
員　

今
後
安
全
な
対
策

に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
す
る
。

公共工事の損害補償について

今後使用者に充分な指導を行う

内間久栄議員

　

上
里
総
功
議
員

一
、
街
路
樹
整
備
に
つ
い
て

　

内
間
久
栄
議
員

一
、
公
共
施
設
工
事
の
損
害

補
償
に
つ
い
て

　

本
永
朝
辰
議
員

一
、
歌
碑
建
立
に
つ
い
て

　

宮
里
洋
一
議
員

一
、
久
米
島
町
年
間
行
事
予

定
表
の
作
成
に
つ
い
て

　

宮
田
勇
議
員

一
、
漁
港
整
備
に
つ
い
て

二
、
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

仲
村
昌
慧
議
員

一
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

二
、
飲
料
水
の
安
全
管
理
に

つ
い
て

　

國
吉
弘
志
議
員

一
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
公
共
施
設

へ
の
設
置
に
つ
い
て

　

幸
地
良
雄
議
員

一
、
地
場
産
業
育
成
に
つ
い

て

　

平
田
勉
議
員

一
、
治
水
対
策
に
つ
い
て

二
、
堆
肥
工
場
の
運
営
に
つ

い
て

　

仲
原　

健
議
員

一
、
耕
土
流
出
防
止
工
事
に

つ
い
て

二
、
海
洋
深
層
水
の
分
水
に

つ
い
て

　

上
江
洲
盛
元
議
員

一
、
航
空
運
賃
の
値
下
げ
に

つ
い
て

二
、
大
型
快
速
船
の
就
航
に

つ
い
て

三
、
船
待
、
乗
船
時
の
太
陽

よ
け
の
設
置
に
つ
い
て

四
、
お
し
よ
せ
る
教
育
内
容

の
不
当
性
の
打
破
に
つ
い

て
五
、
国
・
県
の
公
務
員
宿
舎

を
一
般
住
民
へ
開
放
を
!

一
般
質
問
通
告
一
覧
表
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阿里地区歩道
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本
永
議
員　

町
内
に
は
い
く
つ

か
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
ま
だ
多
く
の
未
建

立
も
あ
る
。
昔
か
ら
地
域
に
残

る
琉
歌
等
の
歌
碑
を
建
立
し
、

先
人
た
ち
が
残
し
た
貴
重
な
文

化
遺
産
を
後
世
に
残
す
こ
と
に

よ
り
児
童
生
徒
の
学
習
の
場
と

し
て
の
活
用
は
も
と
よ
り
文
化

面
、
観
光
面
と
島
の
繁
栄
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
今
後
建
立

す
る
予
定
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

比
嘉
教
育
長　

歌
碑
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
十
三
基
建
立
さ

れ
、
あ
と
十
カ
所
予
定
し
て
い

る
。
合
併
以
後
に
つ
き
ま
し
て

は
、
建
立
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
、
毎
年
一
基
ず
つ
で

も
建
立
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
町
単

費
に
な
る
が
、
財
政
当
局
と
調

整
し
、
建
立
に
向
け
て
整
備
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

本永朝辰議員

歌
碑
建
立
に
つ
い
て

建
立
に
向
け
て　
　

整
備
し
て
い
き
た
い

宮
里
議
員　

平
成
十
四
年
、
十

五
年
頃
は
町
の
年
間
行
事
予
定

表
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
予

定
表
を
も
と
に
各
種
団
体
は
年

間
行
事
計
画
を
立
て
て
い
た

が
、
町
と
し
て
も
予
定
表
を
作

成
す
る
計
画
が
あ
る
か
伺
い
た

い
。

平
良
町
長　

毎
年
年
間
行
事
予

定
表
は
作
成
し
て
お
り
、
ま
た

必
要
と
す
る
団
体
に
は
年
間
行

事
予
定
表
を
提
供
し
て
い
る
。 宮里洋一議員

久米島町の年間行事予定表の作成について

必要とする団体には行事予定表を提供している。

久米島町議会事務局（098）985－7128

ɹ࣍ճͷఆྫձɺ݄̕��ʙ��ͷ༧ఆͰ͢ɻௌ͝رͷํɺ

ٞձࣄہ·Ͱ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

ɹٞձͷ͝ҙݟɺ͝ཁͳͲซͤͯঝ͓ͬͯΓ·͢ɻ
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宮
田
議
員　

鳥
島
漁
港
に
お
い

て
は
、
漁
に
出
入
り
す
る
水
路

が
砂
の
堆
積
で
浅
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
大
型
漁
船
の

航
行
の
際
に
船
底
が
付
い
た

り
、
ま
た
ス
ク
リ
ュ
ー
に
も
当

た
る
よ
う
で
あ
り
、
早
急
に
浚

渫
し
て
ほ
し
い
と
漁
民
か
ら
要

望
が
あ
る
が
、
当
局
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

町
単
独
で
は
予
算

的
に
厳
し
い
の
で
、
仲
里
漁
港

泊
地
区
の
県
発
注
工
事
で
使
用

す
る
作
業
船
を
利
用
し
浚
渫
で

き
な
い
か
、
県
と
調
整
し
対
応

し
て
い
き
た
い
。

宮田　 勇議員

漁港整備について

県と調整し対応していきたい

宮
田
議
員　

阿
里
川
の
下
流
、

新
生
橋
周
辺
が
雑
草
や
ゴ
ミ
の

堆
積
で
流
れ
が
悪
く
、
悪
臭
が

発
生
し
、
地
域
住
民
か
ら
の
苦

情
が
あ
る
。
早
急
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
当
局
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

河
川
浚
渫
に
つ
い

て
は
、
町
の
財
政
状
況
の
中
で

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
や
悪
臭
解
消
に
つ
い

て
は
関
係
課
の
連
携
を
図
り
対

策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

環境美化整備について

河川浚渫については検討し、　　　　　　　　　　
ゴミの不法投棄等については関係課の連携を図る。

鳥島漁港

阿
里
川
下
流
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仲
村
議
員　

平
成
十
七
年
よ
り

預
か
り
保
育
が
実
施
さ
れ
、
幼

稚
園
児
を
対
象
と
し
た
子
育
て

支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
町
に
は
学
童
ク
ラ
ブ
が

な
く
、
小
学
校
低
学
年
の
放
課

後
の
受
け
皿
が
な
い
状
況
で
あ

る
。
親
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の

放
課
後
の
受
け
入
れ
を
望
む
声

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
小
学

校
低
学
年
の
放
課
後
の
受
け
入

れ
を
ど
う
考
え
る
か
伺
い
た

い
。

平
良
町
長　

小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
達
に
つ
い
て
は
、
一
日

当
た
り
十
名
以
上
の
利
用
人
数

を
要
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
放
課
後
、
児

童
健
全
育
成
事
業
の
対
応
が
可

能
か
ど
う
か
、
次
年
度
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

仲
村
議
員　

飲
料
水
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年

六
月
定
例
会
に
お
い
て
取
り
上

げ
て
き
た
が
、
今
回
ま
た
農
薬

の
瓶
が
浮
か
ん
で
い
た
。
こ
れ

ま
で
ダ
ム
周
辺
や
流
域
の
安
全

管
理
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
町
民

の
死
活
に
か
か
る
大
事
な
飲
料

水
の
安
全
管
理
は
徹
底
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
飲
料

水
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
再

度
、
町
当
局
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

平
良
町
長　

農
薬
の
瓶
は
、
合

併
以
前
に
も
豪
雨
後
に
流
入
し

て
お
り
、
当
時
は
ダ
ム
周
辺
や

流
域
内
の
調
査
を
行
い
、
農
薬

の
瓶
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
等
の
回
収
を
行
い
、
流
域
内

農
地
の
地
主
に
対
し
て
も
チ
ラ

シ
に
よ
る
啓
蒙
も
行
っ
て
い

る
。
農
薬
に
よ
る
水
質
汚
染
が

危
惧
さ
れ
る
た
め
、
検
査
項
目

に
農
薬
検
査
を
追
加
し
安
全
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
流
域
内
の

不
法
投
棄
に
つ
い
て
も
環
境
保

全
課
と
連
携
し
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

仲村昌慧議員

子育て支援について

アンケート調査し、次年度に向けて検討する。

飲
料
水
の　
　
　
　

安
全
管
理
に
つ
い
て

農
薬
検
査
を
実
施
し 　
　

安
全
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

預
か
り
保
育
風
景
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國
吉
議
員　

医
師
、
看
護
師
、

救
命
士
に
し
か
許
可
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
一

般
市
民
に
も
二
〇
〇
四
年
七
月

よ
り
許
可
さ
れ
使
用
可
能
に
な

り
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に
よ
っ
て
助

か
っ
た
と
い
う
事
例
も
多
々
あ

り
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
公
共
施
設

へ
の
設
置
、
普
及
並
び
に
救
急

救
命
の
周
知
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

久
米
島

町
に
お
け
る
応
急
手

当
の
普
及
啓
蒙
に
つ

い
て
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
講
習
会
を
平
成

十
七
年
度
か
ら
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
公

共
施
設
等
で
の
保
有

状
況
は
十
ヶ
所
で
年

度
内
に
は
庁
舎
内
に

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

國
吉
議
員　

児
童
生
徒
の
ス

ポ
ー
ツ
、
観
光
振
興
、
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の

受
入
態
勢
の
強
化
を
図
る
観
点

か
ら
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
急
務

で
あ
る
。

平
田
商
工
観
光
課
長　

久
米
島

マ
ラ
ソ
ン
の
時
に
は
消
防
署
の

一
台
と
リ
ー
ス
が
可
能
で
あ
れ

ば
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

國吉弘志議員

ＡＥＤ自動対外式除細動器の設置について

年度内に役場内にも設置予定

幸
地
議
員　

町
長
は
、
若
者
の

働
く
場
を
確
保
す
る
た
め
企
業

を
誘
致
す
る
と
し
て
い
る
が
海

洋
深
層
水
関
連
企
業
以
外
は
あ

ま
り
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い

現
状
で
あ
る
。
思
い
切
っ
て
地

場
産
業
育
成
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

平
良
町
長　

泡
盛
や
深
層
水
関

連
企
業
を
は
じ
め
シ
モ
ン
イ
モ

の
商
品
化
、
久
米
島
み

そ
、
久
米
島
そ
ば
、
久

米
島
製
パ
ン
菓
子
類
等

が
あ
る
が
、
地
場
産
業

の
育
成
に
つ
い
て
は
今

後
と
も
強
力
に
取
組
ん

で
い
く
考
え
で
あ
る
。

幸
地
議
員　

世
は
ま
さ

に
自
然
食
健
康
ブ
ー
ム

で
あ
り
高
級
志
向
型
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本

町
で
も
ゴ
ー
ヤ
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ

ン
、
野
菜
及
び
ウ
コ
ン
等
の
薬

草
類
が
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
形
が
悪
け
れ
ば
商

品
に
な
ら
ず
廃
棄
さ
れ
る
の
が

多
く
あ
る
。
そ
こ
で
若
干
手
を

加
え
付
加
価
値
を
高
め
販
売
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

平
良
町
長　

食
品
加
工
に
つ
い

て
は
久
米
島
物
産
公
社
の
施
設

活
用
や
、
農
協
婦
人
部
の
活
動

の
中
で
女
性
、
若
者
等
活
動
促

進
施
設
の
特
産
品
開
発
室
を
活

用
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

幸地良雄議員

地場産業の育成について

関係者と情報交換しながら取組みを強化していく

! ������������������

生活研究会加工部による特産品販売

AED使用練習風景（自動体外式除細動器）
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平
田
議
員　

本
町
で
は
、
道
路

や
集
落
内
の
冠
水
が
随
所
で
見

受
け
ら
れ
る
。
イ
ー
フ
や
真
我

里
地
域
の
対
策
は
急
を
要
し
、

銭
田
川
の
改
修
、
久
米
島
全
域

の
赤
土
対
策
等
含
め
た
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

平
良
町
長　

銭
田
川
周
辺
に
お

い
て
は
、
暴
風
時
に
お
い
て
農

地
冠
水
や
一
部
の
家
屋
浸
水
等

の
被
害
が
出
て
い
る
。
県
に
も

防
災
対
策
と
し
て
銭
田
川
の
改

修
要
望
を
幾
度
と
な
く
行
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
要
望
を
受

け
、
県
は
平
成
二
十
一
年
度
の

新
規
事
業
採
択
を
メ
ド
に
、
現

在
事
前
調
査
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

　

久
米
島
全
域
の
赤
土
対
策
等

を
含
め
た
治
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
現
在
具
体
的
な
計
画
は
な

い
が
、
今
後
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

仲
村
渠
総
務
課
長　

こ
こ
数
日

続
い
た
大
雨
に
よ
り
、
各
地
に

お
い
て
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
建
設
課
と
調

査
し
な
が
ら
特
定
し
、
そ
の
対

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

平田　 勉議員

平
田
議
員　

堆
肥
工
場
の
完
成

が
間
近
で
あ
る
が
、
そ
の
運
営

体
制
が
は
っ
き
り
し
て
な
い
。

具
体
的
な
運
営
方
法
及
び
体
制

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

平
良
町
長　

堆
肥
工
場
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
現
在
関
係
課
で

検
討
中
で
あ
る
。
運
営
方
法
の

具
体
的
な
方
針
に
つ
い
て
は
、

諸
条
件
を
整
理
し
な
が
ら
八
月

頃
ま
で
に
は
メ
ド
を
つ
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

仲
村
渠
総
務
課
長　

管
理
運
営

方
法
に
つ
い
て
は
、
堆
肥
化
施

設
が
、
行
政
財
産
か
、
公
の
施

設
か
と
い
う
こ
と
で
、
総
務
課

で
法
律
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
る
。
今
月
い
っ
ぱ
い
に
、
法

的
判
断
を
出
し
て
、
八
月
中
に

は
、
町
と
し
て
の
方
針
を
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
良
農
林
水
産
課
長　

堆
肥
原

料
を
安
く
仕
入
れ
て
、
安
く
農

家
に
提
供
で
き
る
体
制
で
も
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
そ
ん
な

に
雇
用
が
生
ま
れ
る
様
な
状
況

で
は
な
い
と
思
う
。
他
の
地
域

の
運
営
状
況
を
見
て
も
、
三
名

で
運
営
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

堆
肥
工
場
の
運
営
に
つ
い
て

八
月
中
に
は
方
針
を
出
す

治
水
対
策
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
て
い
く

銭田川

堆肥工場
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仲
原
議
員　

海
洋
深
層
水
の
分

水
に
つ
い
て
、
町
が
管
理
す
る

分
水
管
の
カ
ギ
を
一
業
者
の
増

設
の
た
め
に
貸
し
出
し
自
由
に

工
事
を
さ
せ
た
た
め
に
上
方
の

貝
の
養
殖
業
者
に
一
時
的
に
水

が
流
れ
な
く
な
り
貝
が
大
量
に

死
に
多
大
な
損
害
を
与
え
た
が

解
決
済
み
か
。

　

又
、
貝
の
養
殖
に
は
研
究
所

で
一
度
使
用
済
み
で
海
に
大
量

に
廃
棄
し
て
い
る
水
で
可
能
だ

と
い
う
。
そ
れ
を
再
利
用
す
る

た
め
の
分
水
は
出
来
な
い
か
。

平
良
町
長　

当
時
分
水
管
の
管

理
に
つ
い
て
は
役
場
商
工
観
光

課
で
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ご

質
問
の
と
お
り
一
事
業
者
が
増

設
の
工
事
を
し
た
た
め
に
「
海

と
栽
培
（
株
）」
様
に
多
大
の
損

害
を
与
え
た
の
は
事
実
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
両

者
を
呼
ん
で
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
も
十
分
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
一
度
使
用
済
み
の
深

層
水
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
研

究
所
の
目
的
に
多
段
的
利
用
と

あ
る
の
で
、
研
究
所
も
加
入
し

て
い
る
久
米
島
海
洋
深
層
水
連

絡
協
議
会
で
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

仲原　 健議員

海洋深層水の適正分水について

久米島海洋深層水連絡協議会で協議したい

仲
原
議
員　

県
発
注
の
耕
土
流

出
防
止
工
事
が
真
謝
東
組
の
南

側
で
施
工
中
で
あ
る
。
工
事
中

の
沈
砂
池
か
ら
流
れ
る
排
水
路

が
中
間
付
近
は
せ
ま
く
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
い
て
、
雨
の
た

び
に
上
流
か
ら
瓦
礫
や
土

砂
が
流
れ
て
き
て
堆
積
し

氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
対
策
を
県
に
早
急
に

要
請
し
て
ほ
し
い
。

平
良
町
長　

現
場
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
現
在
施
工

中
の
沈
砂
池
附
近
か
ら
流

出
し
た
と
思
わ
れ
る
土
砂

が
排
水
路
の
中
間
附
近
で

堆
積
し
、
降
雨
時
に
は
排

水
路
を
溢
れ
宅
地
浸
水
の

被
害
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
県
に
報
告
し
た
と
こ

ろ
、
工
事
中
の
耕
土
流
出

に
は
、
最
大
限
に
配
慮
し
て
き

た
が
、
一
部
流
出
が
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
排
水
路

に
つ
い
て
は
、
今
後
引
き
続
き

整
備
は
行
う
が
、
当
面
の
対
策

と
し
て
浚
渫
を
早
急
に
行
う
と

い
う
返
事
を
も
ら
っ
て
い
る
の

で
早
い
時
期
に
実
施
さ
れ
る
と

思
う
。

耕
土
流
出
防
止
工
事
に
つ
い
て

県
は
早
め
に
対
策
す
る
と
の
返
事

真謝東組排水路
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上
江
洲
議
員　

大
型
高
速
快
速

船
の
就
航
に
つ
い
て
。
町
長
は

観
光
誘
致
に
懸
命
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
現
状
の
飛
行
運
賃
の

高
さ
や
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
速
度

で
は
、
観
光
に
必
ず
し
も
好
影

響
を
与
え
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。「
観
光
立
島
久
米
島
」を
謳

歌
す
る
に
は
、
や
は
り
短
時
間

の
快
速
船
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
。

　

ま
た
、
住
民
生
活
に
も
多
大

な
有
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
思

う
。
町
長
の
所
信
を
伺
い
た

い
。

平
良
町
長　

高
速
船
導
入
に
つ

い
て
は
、
町
の
最
重
点
課
題
で

あ
り
、
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
船
舶
を
国
内
外
か
ら
情
報
、

資
料
等
を
収
集
し
て
い
る
。
航

海
時
間
等
は
二
時
間
以
内
の
高

速
化
を
目
標
と
し
、
町
民
視
点

か
ら
そ
の
利
便
性
の
確
保
と
、

旅
客
運
賃
の
低
減
に
努
め
る
と

と
も
に
入
域
観
光
増
の
両
面
か

ら
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

上江洲盛元議員

大型高速快速船の就航を!

二時間以内の高速化を目標に、実現に向けて取り組む

上
江
洲
議
員　

航
空
運
賃
の
値

下
げ
に
つ
い
て
。
現
在
、
Ｊ
Ｔ

Ａ
の
運
賃
の
高
さ
に
住
民
か
ら

大
変
な
苦
情
が
出
て
い
る
。
ち

な
み
に
久
米
島
那
覇
間
往
復
大

人
一
人
一
万
六
千
三
百
円
、
子

ど
も
一
万
八
百
円
、
夫
婦
と
子

ど
も
二
人
の
四
名
で
は
五
万
四

千
二
百
円
。
半
月
の
生
活
費
が

吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
。
政
治
力

で
何
と
か
で
き
な
い
も
の
か
。

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｊ
Ｔ
Ａ

こ
の
三
月
期
決
算
で
、
過
去
最

高
四
五
七
億
、
旅
客
収
入
は

七
・
一
％
増
の
三
五
一
億
円
と

あ
り
、
黒
字
経
営
で
あ
る
。
今

こ
そ
住
民
の
要
望
を
か
な
え
る

た
め
、
島
民
大
会
で
も
開
い
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

平
良
町
長　

航
空
運
賃
の
値
下

げ
に
つ
い
て
。
高
額
な
航
空
運

賃
が
町
民
生
活
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
大
変
懸

念
し
て
い
る
。
引
き
続
き
国
や

県
、
航
空
会
社
な
ど
へ
軽
減
要

請
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

島
民
大
会
に
つ
い
て
は
、
そ

の
必
要
性
も
合
わ
せ
て
検
討
し

た
い
。

航空運賃値下げのための島民大会を!

軽減要請をするとともに　　　　
島民大会の必要性も合わせて検討
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議　決　の　結　果

議決の結果議決年月日件　　　　　　　　　名議案番号

可　　決平成１９年６月２０日むらづくり交付金事業（兼城地区）の事業計画変更について議案第４４号

可　　決平成１９年６月２０日平成１９年度久米島町一般会計補正予算（第２号）について議案第４５号

可　　決平成１９年６月２０日久米島町辺地総合整備計画の策定について議案第４６号

可　　決平成１９年６月２０日平成１９年度久米島町水道事業会計補正予算（第１号）について議案第４７号

可　　決平成１９年６月２０日公有水面埋立について議案第４８号

可　　決平成１９年６月２０日儀間漁港海岸養浜工事請負契約について議案第４９号

可　　決平成１９年６月２０日久米島町女性・若者等活動促進施設条例について議案第５０号

可　　決平成１９年６月２０日平成１９年度久米島町国民健康保険特別会計補正予算 （第１号） について議案第５１号

可　　決平成１９年６月２０日奥武島１号線道路改良工事（１工区）請負契約について議案第５２号

可　　決平成１９年６月２０日深層水地区道路整備工事請負契約について議案第５３号

承　　認平成１９年６月２０日
専決処分の承認について（久米島町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例）
承認第１号

承　　認平成１９年６月２０日
専決処分の承認について（平成１９年度久米島町一般会計補正予算（第

１号））
承認第２号

承　　認平成１９年６月２０日
専決処分の承認について（平成１９年度久米島町老人保健特別会計補正

予算（第１号））
承認第３号

承　　認平成１９年６月２０日専決処分の承認について（久米島町税条例の一部を改正する条例）承認第４号

承　　認平成１９年６月２０日
専決処分の承認について（久米島町固定資産税の課税免除の特例に関

する条例の一部を改正する条例）
承認第５号

同　　意平成１９年６月２０日教育委員会委員の任命について同意第１号

同　　意平成１９年６月２０日固定資産評価審査委員会委員の選任について同意第２号

－平成１９年６月２０日平成１８年度久米島町一般会計繰越明許費繰越計算書報告について報告第８号

採　　択平成１９年６月２０日
駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書につ

いて
発議第７号
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駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書

　貴職におかれましては、平素から駐留軍関係の雇用・離職者対策の特段のご尽力を賜

り、深く感謝申し上げます。

　さて、「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は、平成２０年５月１６日で有効期限を迎えます。

ご承知の通り、駐留軍雇用は、米国の軍事政策や国際情勢などに影響を受ける特殊な職

場環境下にあり、本質的には不安定な状況に置かれています。

　本県におきましては、平成１８年５月の在日米軍再編に関する最終報告で、「在沖海兵隊

のグアム移転及び嘉手納以南の基地返還と北部基地への統合」等が合意されております。

　６つの対象施設には３,９３６名の従業員が勤務し、海兵隊のグアム移転は、状況如何に

よっては、駐留軍労働者としての雇用継続が困難となる事態も懸念されます。

　一方、全国の失業率は４％台で推移していますが、県内の失業率は全国の約２倍で推

移し、雇用情勢は極めて深刻な状況にあり、駐留軍関係離職者の再就職・自活の道は容

易でない状況にあります。そうした中で駐留軍労働者の解雇が発出されますと、県経済

に与える影響は大きく、地域的な雇用情勢は、パニック状態に陥る事は明らかでありま

す。

　つきましては、有効期限をむかえる駐留軍関係離職者等臨時措置法の再延長につきま

しては、なお一層のご配慮が必要と存じますので、同法の再延長実現にご尽力を賜りま

すようお願い申し上げます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

平成１９年６月２０日　　　　　

沖縄県島尻郡久米島町議会　

 【提出先】

　防衛施設庁長官　厚生労働大臣


